
 
 

 

 

令和元年６月２１日 

 

 

史跡等の指定等について 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

文化審議会（会長 佐藤
さ と う

 信
まこと

）は，６月２１日（金）に開催された同審議会文化財

分科会の審議・議決を経て，史跡名勝天然記念物の新指定１１件，追加指定等２８件，

登録記念物の新登録３件，重要文化的景観の新選定１件について，文部科学大臣に答申

しました。今回答申された史跡等の指定等の詳細については，別紙のとおりです。 

この結果，官報告示の後に，史跡名勝天然記念物は３,２８０件，登録記念物は 

１１２件，重要文化的景観は６５件となる予定です。 

＜担当＞ 文化庁文化財第二課   

  課         長          岡  本 

   課 長 補 佐           田  井 

   主任文化財調査官（史跡部門）      山  下（内線2880） 

   主任文化財調査官（名勝部門）      平  澤（内線2881） 

   文 化 財 調 査 官（天然記念物部門）  江  戸（内線2883） 

  主任文化財調査官（文化的景観部門） 下  間（内線3142） 

   主任文化財調査官（埋蔵文化財部門） 近  江（内線2875） 

   審 議 会 係 長            小  島 (内線3160) 

    電話：03-5253-4111（代表） 
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別 紙 

 

史跡名勝天然記念物                              （令和元年６月２１日現在） 

種   別 現在指定件数 

今回答申件数 
合計（現在指定件数と

答申件数との合計） 
新指定 解除 

統合に

よる減 

史  跡 

(うち特別史跡) 

１,８２３ 

（６２） 

８ 

（０） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

１,８３１ 

（６２） 

名  勝 

(うち特別名勝) 

４１５ 

（３６） 

３ 

（０） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

４１８ 

（３６） 

天然記念物 

(うち特別天然記念物) 

１,０３０ 

（７５） 

１ 

（０） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

１,０３１ 

（７５） 

合  計 
３,２６８ 

（１７３） 

１２ 

（０） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

３,２８０ 

（１７３） 

（備考） 

  件数は，同一の物件につき，二つの種別に重複して指定が行われている場合（例えば，

名勝及び天然記念物など），それぞれの種別につき１件として数えたものです。 

  なお，重複指定物件を１件として数えた場合， 

   現在指定件数は，  ３,１５４件 

     答申後合計件数は， ３,１６５件 です。 
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登録記念物 

種   別 現在登録件数 
今回答申件数 合計（現在登録件数と 

答申件数との合計） 
新登録 抹 消 

遺跡関係 １１ ０ ０ １１ 

名勝地関係 ９３ ３ １(※) ９５ 

動物，植物及び 

地質鉱物関係 
６ ０ ０ ６ 

合  計 １１０ ３ １ １１２ 

 （備考） 

  件数は，同一の物件につき，二つの種別に重複して登録が行われている場合（例えば，

遺跡関係及び名勝地関係など），それぞれの種別につき１件として数えたものです。 

  なお，重複登録物件を１件として数えた場合， 

    現在登録件数は，    １０８件 

    答申後合計件数は，   １１０件 です。 

 

 ※今回，名勝として指定することについて答申された西山氏庭園（青龍庭）については，

登録記念物として登録されており，指定と同時に登録が抹消される予定（文化財保護法

第１３３条で準用する同法第５９条第１項）。 

 

 

重要文化的景観 

種   別 現在選定件数 
今回答申件数 合計（現在選定件数と 

答申件数との合計） 
新選定 解  除 

重要文化的景観 ６４ １ ０ ６５ 
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「新指定・新登録・新選定」答申物件 

 

《史跡名勝天然記念物の新指定》 

 

 

１ 伊
だ

達
て

氏
し

梁
や な

川
が わ

遺
い

跡
せ き

群
ぐ ん

【福島県伊達市
だ て し

】 

奥州南部において国人
こくじん

領主
りょうしゅ

から戦国大名へと発展を遂げた伊達氏の本拠地であり，

伊達氏 館
やかた

跡
あと

とそれを中心に展開する城下が良好な状態で保存されている。当時の領主

居館と城下の在り方及びその変遷をたどることができる希有な遺跡。 

（室町時代の領主居館と城下の在り方及びその変遷をたどることができる希有な遺跡） 

 

２ 岩
い わ

櫃
び つ

城
じょう

跡
あ と

【群馬県吾
あ が

妻
つ ま

郡
ぐ ん

東
ひがし

吾
あ が

妻
つ ま

町
ま ち

】 

武田氏，後北条氏，上杉氏という有力な戦国大名の攻防の舞台となった境目の城。城

下町を取り込む規模が大きく複雑な縄張りは，武田氏，真田氏の領国支配の在り方や東

国の戦国時代史を考える上でも，極めて重要。 

（武田氏，真田氏により経営された東国の戦国時代史を考える上でも極めて重要な城） 

 

３ 下総
しもうさ

佐倉
さ く ら

油田
あぶらだ

牧
まき

跡
あと

【千葉県香取市
か と り し

】 

乗用馬等の養成のために江戸幕府が直轄で経営した佐倉七牧の一つである。佐倉七牧

の中では最小の規模であるが，遺構が良好に保全され，牧の全容を把握することができ，

近世における馬
うま

牧
まき

の様相を知る上で貴重。 

（江戸幕府が直轄で経営した佐倉七牧の一つで，近世における馬牧の様相を知る上で貴

重な遺跡） 

 

４ 墨
す み

古
ふ る

沢
さ わ

遺
い

跡
せ き

【千葉県印
い ん

旛
ば

郡
ぐ ん

酒
し

々
す

井
い

町
ま ち

】 

日本列島の後期旧石器時代前半期を特徴づける約３万４千年前の環状ブロック群で，

日本最大級の規模。動物資源を目的に集まった人々が営み，狩猟具を含む活発な石器製

作を行った集落遺跡で，石材分析から広域に及ぶ人々の移動や交流が明らかとなってい

る。当時の生業活動や集団関係を知る上で極めて重要。 

（日本列島の後期旧石器時代を代表する環状ブロック群） 

 

【史跡】 ８件 
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５ 本ノ木
も と の き

・田沢
た ざ わ

遺跡群
いせきぐん

 

本ノ
も と の

木
き

遺跡
い せ き

 

田沢
た ざ わ

遺跡
い せ き

 

壬
じん

遺跡
い せ き

 

【新潟県中魚沼郡
なかうおぬまぐん

津南町
つなんまち

・十日町市
と お か ま ち し

】 

縄文時代草創期の生活文化を示す遺跡群である。縄文時代の始まりを巡る論争の舞台

となった本ノ木遺跡をはじめ，晩氷期の気候変動において新たに形成されつつある環境

に，人類がどのように適応したのかをよく表す遺跡からなる。旧石器時代から縄文時代

への変遷を知る上で重要。 

（縄文時代草創期の生活文化を示す遺跡群） 

 

６ 水
す い

軒
け ん

堤
て い

防
ぼ う

【和歌山県和
わ

歌
か

山
や ま

市
し

】 

江戸時代後半頃，紀の川河口部南方に築かれた延長約１．５ｋｍの防潮・防波堤防。

石堤と土堤の二重構造からなる中堤防（高さ５．０ｍ，幅２７ｍ以上），その南側の土堤

（南堤防）及び北側にある自然堤防（北堤防）からなる。近世の土木技術及び防災を知

る上で貴重。 

（江戸時代後期，紀の川河口部の南方に築かれた防潮・防波堤防） 

 

７ 若
わ か

杉
す ぎ

山
や ま

辰
し ん

砂
し ゃ

採
さ い

掘
く つ

遺
い

跡
せ き

【徳島県阿
あ

南
な ん

市
し

】 

弥生時代後期から古墳時代前期にかけて朱
しゅ

の原料である辰砂
しんしゃ

の採掘を行った遺跡。岩

盤を打ち割り辰砂を採掘した採掘場と，採掘に伴い廃棄されたズリ場からなる。我が国

古代において顔料として重用された朱の原料の採掘の在り方を示す遺跡として重要。 

(弥生時代後期から古墳時代前期にかけて朱の原料である辰砂の採掘を行った遺跡) 

 

８ 紫雲
し ゅ う

出
で

山
や ま

遺
い

跡
せ き

【香川県三
み

豊
と よ

市
し

】 

弥生時代中期の高地性集落の性格や同時代の社会の評価に多大な影響を与えた学史

上著名な遺跡。その立地や出土遺物は，弥生時代中期の高地性集落の性格や瀬戸内海を

介した広域交流の在り方を考える上で極めて重要。 

（瀬戸内海を望む弥生時代中期の高地性集落） 
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１ 西
に し

山
や ま

氏
し

庭
て い

園
え ん

（青
せ い

龍
りゅう

庭
て い

）【大阪府豊
と よ

中
な か

市
し

】 

鉄道沿線に開発された住宅地に昭和１５年（１９４０）に造営された枯山水の住宅庭

園。主庭の設計は作庭家の重森
しげもり

三
み

玲
れい

で，枯
かれ

滝
たき

石組
いしぐみ

，枯
かれ

流
なが

れがそれぞれ龍の頭，胴体を表

す。近代になって鉄道沿線に開発された住宅地に残る庭園の事例として重要。 

（鉄道沿線に開発された住宅地に昭和１５年（１９４０）に造営された，枯山水の住

宅庭園） 

 

２ 満濃
まんのう

池
いけ

【香川県仲多度郡
な か た ど ぐ ん

まんのう町
ちょう

】 

香川県西部を流れる金倉
かなくら

川
がわ

の上流域に所在し，古代以来の巨大な堰堤
えんてい

の構築によって

形成された広大なため池で，流域の地勢や遥かに遠望する山並みとともに優れた風致景

観を呈する。近世から近代を通じて広く親しまれてきた名所。 

（古代以来の巨大な堰堤の構築によって形成された広大なため池の優れた風致景観） 

 

 

 

 
 

１ 青
あ お

野
の

山
や ま

【島根県鹿
か の

足
あ し

郡
ぐ ん

津
つ

和
わ

野
の

町
ちょう

】 

青野山火山群を代表する溶岩ドームで，日本列島におけるプレートの沈み込みとマグ

マ活動のプロセスを理解するために重要な岩石で構成されている。中世からは信仰の対

象として，近世以降は絵図に描かれるなど景勝地でもある。 

（青野山火山群のうち最大の溶岩ドームで，信仰の対象であり景勝地） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【天然記念物及び名勝の新指定】 １件 

 

【名勝】 ２件 
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《登録記念物の新登録》 

 

 

１ 旧
きゅう

林
はやし

氏
し

庭
て い

園
え ん

【愛知県一宮市
い ち の み や し

】 

江戸時代に美濃路の 起
おこし

宿
しゅく

の脇
わき

本陣
ほんじん

であった林氏の邸宅に，昭和初期に造営された池
ち

泉
せん

庭園
ていえん

。大正２年（１９１３）に再建された主屋の奥に広がり，中心部分に園池を設け

る。園内全体に飛石が打たれ，秋にはイロハモミジやドウダンツツジの紅葉が彩りを添

える。 

（江戸時代に美濃路の起宿の脇本陣であった林氏の邸宅に，昭和初期に造営された池泉

庭園） 

 

２ 八
や つ

束
づ か

氏
し

庭
て い

園
え ん

【愛媛県松
ま つ

山
や ま

市
し

】 

松山市中心部から約２ｋｍ東にある持田
も ち だ

地区に位置する住宅庭園。昭和１１年（１９

３６）に，茶室のある数寄屋風の主屋，待合等とともに造営された。表門から玄関に至

る道に瓦を立てて埋め込んでおり，その意匠が特徴的である。 

（昭和１１年（１９３６）に，茶室のある数寄屋風の主屋とともに造営された住宅庭園） 

 

３ 平
ひ ら

田
た

氏
し

庭
て い

園
え ん

【大分県中
な か

津
つ

市
し

】 

耶
や

馬渓
ば け い

の名勝指定や地域振興に尽力した平田
ひ ら た

吉
よし

胤
たね

の住宅に営まれた庭園で，耶馬渓の

風致景観を巧みに取り込んで特徴ある眺望を演出するよう工夫された意義深い事例であ

り，時代を特徴づける造形をよく遺している。 

（耶馬渓の風致景観を巧みに取り込んで特徴ある眺望を演出するよう工夫された庭園） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【名勝地関係】 ３件 
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《重要文化的景観の新選定》 

 

 

１ 今帰仁村
な き じ ん そ ん

今
いま

泊
どまり

のフクギ屋敷
や し き

林
りん

と集落
しゅうらく

景観
けいかん

【沖縄県国頭郡
くにがみぐん

今帰仁村
な き じ ん そ ん

】 

沖縄島の本部
も と ぶ

半島に所在する。近世に，生活や農業の利便性を求め，段丘上の今帰仁
な き じ ん

城跡
ぐすく  

周辺から，低地に囲まれ，イノーに面した微高地に移動したことを全体で示す集落景観で

ある。特に，防風のためのフクギ屋敷林が浜抱
はまほう

護
ご

，村抱
むらほう

護
ご

と成す緑豊かな景観を特徴とす

る。 

（沖縄島北部，段丘上のグスク周辺から海際に移動した集落とそのフクギ屋敷林の景観） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【重要文化的景観】 １件 
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史跡等の指定等 
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《史跡の新指定》 ８件 

 

１ 伊
だ

達
て

氏
し

梁
や な

川
が わ

遺
い

跡
せ き

群
ぐ ん

【福島県伊達市
だ て し

】 

伊達氏が天文元年（１５３２）頃まで本拠とした伊達氏 館
やかた

跡
あと

と城下からなる遺跡。阿武
あ ぶ

隈川
くまがわ

の支流である塩野川
しおのがわ

と広
ひろ

瀬川
せ が わ

によって形成された河岸段丘上に伊達氏館と考えられる

方形単郭の居館跡と梁川八幡神社，輪王寺などの社寺跡や家臣団の館跡と考えられる方形

区画が計画的に配置されている。昭和５３年以降に開始される伊達氏館跡の発掘調査では，

１４世紀から１８世紀にかけての遺構が検出され，中でも伊達稙宗
たねむね

が陸奥国守護職に補任

された頃には，主殿，会所，廊風の掘立柱建物などが整備されたことが確認された。また，

１５世紀末から１６世紀初頭には，城下を含めた大規模な火災痕跡が認められた。 

奥州南部において国人
こくじん

領主
りょうしゅ

から戦国大名へと発展を遂げた伊達氏の本拠地であり，伊

達氏館跡とそれを中心に展開する城下が良好な状態で保存されている。居館と城下は鎌倉

時代から利用されてきた場所に形成され，主殿や会所，庭園といった室町幕府の御所の形

式等を取り入れながら整備・拡充されている様子がうかがわれるなど，当時の領主居館と

城下の在り方やその変遷をたどることができる希有な遺跡である。 

 

２ 岩
い わ

櫃
び つ

城
じょう

跡
あ と

【群馬県吾
あ が

妻
つ ま

郡
ぐ ん

東
ひがし

吾
あ が

妻
つ ま

町
ま ち

】 

標高８０２ｍの岩櫃山中腹に築かれた戦国時代から江戸時代初期の城跡で，武田氏の時

代は上杉氏の侵攻に備える前線基地として機能し，真田氏の時代は上杉，後北条，徳川と

いった巨大勢力に挟まれた真田氏の領国経営の拠点として機能した。 

標高５９３ｍに立地する東西約１４０ｍ，南北約３５ｍの主郭を中心として，岩櫃山か

ら東へ延びる４本の尾根上に，広域的に曲
くる

輪
わ

を配置するなど，その規模は群馬県内の中世

城館でも最大規模を誇る。また，南北約６００ｍに及ぶ範囲を雛壇状に造成した城下町を

高所に置き，それを二つの支城と巨大な竪
たて

堀
ぼり

と土塁
ど る い

，堀切
ほりきり

によって防御することや，城域

全体に竪堀と曲輪，虎口
こ ぐ ち

を複雑に組み合わせるなど，高い防御性が認められる。その規模，

縄張りともに他に例を見ない。保存状況も極めて良好であり，廃城時の様子をよく留めて

いる。 

武田氏，真田氏の領国，地域支配の在り方を知る上で重要であるだけでなく，東国の戦

国時代史を考える上でも，極めて重要である。 
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３ 下総
しもうさ

佐倉
さ く ら

油田
あぶらだ

牧
まき

跡
あと

【千葉県香取市
か と り し

】 

乗用馬等の養成のために江戸幕府が直轄で経営した牧の一つである。江戸時代の房総

半島には，北西部に小金牧が，北東部には佐倉牧，南部に嶺岡牧が整備され，さらに佐

倉牧は七つに分けられ「佐倉七牧」と呼ばれていた。油田牧は佐倉七牧の北東端に位置

している。東西約４.７ｋｍ，南北約４.６ｋｍ，面積は１０．１ｋ㎡で，七牧のなかで

は最も小さいが，外周を囲む野馬除
の ま よ け

土手や内部を仕切る勢子
せ こ

土手等の牧の遺構が良好に

残存している。 

野
の

馬
ま

捕
ど

りは牧場最大の行事で，毎年１回，放牧した馬を野
の

馬込
ま ご め

に集め，幕府へ納める

馬と農民や町民に払い下げる馬，繁殖のために牧へ返す馬を選別した。野馬込跡は野馬

捕りの際に使用される土塁状施設で，その内部は北東側が馬を捕える「捕込
とっこめ

」，南側が幕

府に送る馬や払い下げる馬を一時的に溜めておく「溜
ため

込
ごめ

」，北西側が野に返す若い馬を入

れる「払込
はらいごめ

」（分
わけ

込
ごめ

）の三つの区画に分けられている。捕込は２３１㎡，溜込は１７３

㎡，払込は１４０㎡の規模があり，近世の絵図と比較しても，ほとんど変わらない状況

で良好に残されている。近世における牧場の様相を知る上で貴重な遺跡である。 

 

４ 墨
す み

古
ふ る

沢
さ わ

遺
い

跡
せ き

【千葉県印
い ん

旛
ば

郡
ぐ ん

酒
し

々
す

井
い

町
ま ち

】 

日本列島の後期旧石器文化前半期を特徴づける約３万４千年前の環状ブロック群である。

環状ブロック群は，石器製作跡であるブロックが多数集まり，大きく円を描いて分布する

ことを定義とする大型集落の一形態で，ブロック周囲には焚き火跡とみられる炭化物集中

部も分布している。墨古沢遺跡の環状ブロック群はおよそ南北７０ｍ×東西６０ｍの範囲

におよび，日本最大級の規模であることが判明した。石器組成は台形
だいけい

様
よう

石器，ナイフ形石

器，削器
さ っ き

，彫刻
ちょうこく

刀形
とうがた

石器，楔形
くさびがた

石器，石
せき

錐
すい

，局部
きょくぶ

磨製
ま せ い

石
せき

斧
ふ

調整
ちょうせい

剥片
はくへん

，敲
たたき

石
いし

，石核
せっかく

，剥片
はくへん

などからなり，狩猟具を含む石器製作等の作業が行われたことを示す。使用石材は群馬県

域のガラス質黒色安山岩が７割以上を占める。また，信州，神津島
こうづしま

，高原山
たかはらやま

産の黒曜石や，

主に北関東からもたらされたと考えられる玉髄，トロトロ石，流紋岩などがあり，この遺

跡を営んだ人々が広域を移動し，更に遠方の集団とも交流を行っていたことが分かる。遺

跡周辺の古環境情報も豊富であり，人々が豊富な湧水に集まる動物資源を目的に集まって

営んだ集落と推定される。墨古沢遺跡からは旧石器時代の人々の移動や交流，生業活動や

集団関係について知ることができ，後期旧石器時代はじめの人類社会の在り方を知る上で

重要である。 
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５ 本ノ木
も と の き

・田沢
た ざ わ

遺跡群
いせきぐん

 

本ノ
も と の

木
き

遺跡
い せ き

 

田沢
た ざ わ

遺跡
い せ き

 

壬
じん

遺跡
い せ き

 

【新潟県中魚沼郡
なかうおぬまぐん

津南町
つなんまち

・十日町市
と お か ま ち し

】 

信濃
し な の

川
がわ

と清
きよ

津川
つ が わ

の合流点付近に位置する，縄文時代草創期の生活文化を示す遺跡群であ

る。清津川左岸にある本ノ木遺跡は縄文時代の始まりを巡る論争の舞台となったことで知

られる。段丘形成当初の自然堤防状の微高地において，１万５０００年前を遡るころに１

０００点を超える槍先形尖頭器
やりさきがたせんとうき

の製作が行われたＡ地点と，１万２７００～１万２５００

年前以前に起こった信濃川対岸からの山体崩落の後に残された，押圧
おうあつ

縄文
じょうもん

土器
ど き

と剥片
はくへん

石器
せ っ き

や磨製
ま せ い

石
せき

斧
ふ

に特徴づけられるＢ地点からなる。清津川をはさんだ対岸には，本ノ木遺跡と

同様に河川の自然堤防上に田沢遺跡，壬遺跡が隣接して残された。田沢遺跡では隆起
りゅうき

線
せん

文
もん

土器
ど き

，爪形
つめがた

文
もん

土器
ど き

，押圧縄文土器が主に出土し，壬遺跡では礫層直上から無文
む も ん

土器
ど き

が，間

層を挟んだその上層から隆起線文土器，円孔
えんこう

文
もん

土器
ど き

，爪形文土器等が出土しており，本ノ

木遺跡における二つの時期の間を埋める資料が得られている。出土した石器群からは，旧

石器時代以来の移動生活に適した石刃
せきじん

技法
ぎ ほ う

が衰退し有
ゆう

舌尖頭器
ぜつせんとうき

等の各種尖頭器，そして石
せき

鏃
ぞく

等といった縄文時代に通有の両面加工技術が変遷する過程を示し，立地の変化からは河

川での漁労など新たに出現しつつある環境への適応が開始したことが分かる。晩氷期の気

候変動によって新たに形成されつつある環境に，人類がどのように適応したのかをよく表

す遺跡群であり，旧石器時代から縄文時代への変遷を知る上で極めて重要である。 

 

６ 水
す い

軒
け ん

堤
て い

防
ぼ う

【和歌山県和
わ

歌
か

山
や ま

市
し

】 

江戸時代後半頃に築かれた，延長約１．５ｋｍに及ぶ長大な防潮・防波堤防である。和

歌山県北部を流れる紀の川河口部の南方，西浜の海岸沿いの砂州上に所在する。従来，１

７世紀前半に朝比奈
あ さ ひ な

段右衛門
だ ん え も ん

（号水軒）が築造したとされていたが，平成１６～２１年度

に和歌山県教育委員会・財団法人和歌山県文化財センターが発掘調査を行い，１８世紀後

半頃の築造であると判明した。堤防は，中
なか

堤防とその南側の 南
みなみ

堤防（土堤
ど て い

），北側の北
きた

堤

防（自然堤防）からなる。中堤防は延長約９６０ｍで，断面台形の石堤
せきてい

とその背後の土堤，

及び石堤前面の石敷
いしじき

部分からなり，堤防幅は基
き

底部
て い ぶ

で２７ｍ以上，高さは約５．０ｍであ

る。石堤の 表
おもて

法面
のりめん

の石垣は，控えの長い和泉
い ず み

砂岩
さ が ん

を用いた切石
きりいし

布
ぬの

積
づ

みであった。石堤と土

堤の二重構造は，波浪による荷重に十分耐え得るためのものと考えられ，国内でも有数の
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土木技術を駆使して築造されたものとして注目される。我が国近世の土木技術及び防災の

有り様を理解する上で重要である。 

 

７ 若
わ か

杉
す ぎ

山
や ま

辰
し ん

砂
し ゃ

採
さ い

掘
く つ

遺
い

跡
せ き

【徳島県阿
あ

南
な ん

市
し

】 

徳島県南部を東流する那
な

賀
か

川の支流である若杉
わかすぎ

谷
だに

川の西側に広がる山腹斜面に形成され

た，弥生時代後期から古墳時代前期にかけて，朱
しゅ

の原料である辰砂
しんしゃ

の採掘を行った遺跡。 

地表面には石灰岩やチャートの岩盤が多く露頭しており，岩盤中には部分的に辰砂結晶

を含む石英脈がみられる。辰砂の採掘はこうした石英脈を狙って岩盤そのものを打ち割る

ことで行われており，採掘場所として石灰岩を割り取る露天掘りによるものと，チャート

岩盤を横穴状に掘り進めるものの２か所が確認されている。採掘場所を中心とする広範囲

において辰砂の採掘に伴い打ち割られ廃棄されたとみられるズリ場が広がっている。 

岩盤の打ち割りだけでなく，石
いし

杵
ぎね

・石臼
いしうす

を用いた荒割りや潰しといった加工が一部行わ

れている。石杵には香川県東部で産出する火成岩であるヒン岩製のものがあり，採掘道具

として持ち込まれたものとみられる。出土土器には在地産の他に，鮎喰
あ く い

川下流域産や香
こう

東
とう

川下流域産のものがあり，それら地域の集団も辰砂の採掘に関わっていたとみられる。 

 弥生時代から古墳時代にかけて朱は銅鐸や土器，埋葬施設に塗布され，葬送儀礼で用い

られる等重用されており，その原料である辰砂採掘の在り方を示す遺跡として重要である。 

 

８ 紫雲
し ゅ う

出
で

山
や ま

遺
い

跡
せ き

【香川県三
み

豊
と よ

市
し

】 

紫雲出山遺跡は，瀬戸内海に突き出た荘内
しょうない

半島の先端部の標高３５２ｍの紫雲出山山

頂に位置する弥生時代中期の高地性集落である。遺跡は，周辺の島嶼でも最も標高が高い

ことから優れた眺望地点という立地にある。 

昭和３０年代の発掘調査により，弥生時代中期の高地性集落が軍事的・防御的性格を帯

びた集落遺跡と評価する契機となった学史上著名な遺跡である。今回の調査で，出土土器

に，香川県西部のもののほか，愛媛県，岡山県南部，広島県東部からの搬入土器の存在が

確認された。また，石器の出土量が集落規模に比して多い傾向があるだけでなく，石器石

材に他地域産のものも含むことから，本遺跡で使用する石器のほか，他集落との交易目的

の石器も保有している可能性が示され，瀬戸内海の広域交流で重要な役割を担った集落の

可能性が指摘されている。 

弥生時代中期の高地性集落の性格や同時代の社会の評価に多大な影響を与えた学史上著

名な遺跡であるだけでなく，その立地や出土遺物は，弥生時代中期の高地性集落の性格や
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瀬戸内海を介した広域交流の在り方を考える上で極めて重要である。 

 

《名勝の新指定》 ２件 

 

１ 西
に し

山
や ま

氏
し

庭
て い

園
え ん

（青
せ い

龍
りゅう

庭
て い

）【大阪府豊
と よ

中
な か

市
し

】 

阪急電鉄宝塚線岡町
おかまち

駅西側の岡町住宅地に所在する。西山氏は大正元年（１９１２）に

岡町住宅地内の建物付きの土地を購入し，大阪市内から転居した。昭和１５年（１９４０）

から庭園の改造，離れ及び洋館の改修，渡廊下の建築を行い，庭園は重森
しげもり

三
み

玲
れい

が設計を，

川崎
かわさき

順
じゅん

一郎
いちろう

が施工を担当した。 

 青龍庭と名付けられた主庭は枯
かれ

山水
さんすい

庭園で，離れ座敷の対角線上に枯
かれ

滝
たき

石組
いしぐみ

を配置し，

そこから白川砂によって表現された枯
かれ

流
なが

れが離れ座敷東側の茶室前まで続く。枯流れには

沢
さわ

飛石
とびいし

，舟
ふな

石
いし

を据えているほか，２か所に自然石の橋を架け，中流部右岸には慈照寺
じしょうじ

（銀

閣寺）庭園の向
こう

月
げつ

台
だい

を模して砂を盛る。枯滝石組，枯流れはそれぞれ竜の頭と胴体を，盛

砂は竜が掴む玉を表している。 

施主である西山氏は，庭園及び建築の設計者，庭園の施工者らと完成まで密にやり取り

を重ね，現在の空間構成はその成果をよく伝えている。 

 西山氏庭園は，近代の郊外住宅地に造営された庭園を代表するものであり，日本の造園

史における学術上の価値，芸術上及び観賞上の価値は高い。 

 

２ 満濃
まんのう

池
いけ

【香川県仲多度郡
な か た ど ぐ ん

まんのう町
ちょう

】 

香川県西部の丸亀
まるがめ

平野を北西に向かって流れる金倉
かなくら

川
がわ

の上流域に所在する。大宝年間（７

０１～７０４）に讃岐
さ ぬ き

国
のくにの

守
かみ

道
みち

守
もり

朝
あ

臣
そん

が築堤してため池としたのを始めと伝え，その後，

度重なる破堤と修築を繰り返してきた。なかでも，弘
こう

仁
にん

１２年（８２１）の弘
こう

法
ぼう

大
だい

師
し

空
くう

海
かい

による再築の事跡は，満濃池を広く知らしめてきた。近代における３次にわたる嵩上げ工

事によって，現在，灌漑用ため池としては日本国内最大規模である。満濃池の風致景観は，

築堤を基点として，南東側に向かって広がる水面と讃岐山脈への眺望並びに下流側の放水

施設等から構成される。築堤はアーチ形式の土堰堤で，総高約３２ｍ，延長約１５６ｍ，

天端幅約２０ｍを測る。池岸の形状は地質を反映して，北岸では緩やかな曲線形状である

のに対して，南岸では複雑に入り組んだ峡谷を深く刻んで対照を成している。ため池には

築堤近傍に護摩壇岩，余水吐と取水塔があり，広大な水面の遥か先になだらかな丘陵地，

その更に奥に讃岐山脈の山容を望む。築堤下流側では，余水吐放水工と樋門が固有の風致
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景観を引き立てている。こうした満濃池の観賞は，『金毘羅山名勝図会』（文化年間（１８

０４～１８））に「山水勝地風色の名池」などとあるほか，近代においては取水塔を含む風

景が親しまれてきた。築堤から展望する風致景観が優秀で，古来著名な名所として重要で

あることから名勝に指定し保護を図る。 

 

《天然記念物及び名勝の新指定》 １件 

 

１ 青
あ お

野
の

山
や ま

【島根県鹿
か の

足
あ し

郡
ぐ ん

津
つ

和
わ

野
の

町
ちょう

】 

島根県鹿足郡津和野町・吉賀
よ し か

町
ちょう

，山口県山口市
やまぐちし

・周南市
しゅうなんし

にかけて北北東―南南西方向に

長さ約５０ｋｍ区間にわたって，青野山火山群と呼ばれる２０を超える単成火山が分布す

る。このうち，青野山は，同火山群のうち最大の溶岩ドームである。青野山の岩石は，形

成間もない熱い海洋プレートが大陸プレートの下に沈み込んだ際に，部分溶融で生じたマ

グマがそのまま地表に達したものと解釈されており，日本列島におけるプレートの沈み込

みとマグマ活動のプロセスを理解するために重要な岩石である。青野山の地形をみると，

標高５００ｍから８００ｍにかけては急峻で，頂部付近は平坦になる。山体表層部には

「麓耕
ろくごう

崩れ
くず  

」などの崩壊地形が見られる。 

また青野山は，「津和野七社」の一つに含まれていることから，遅くとも１６世紀の中頃

には信仰の対象になっていたと考えられる。その後，近世以降は『日本勝地 山水奇観』

や幕末の様子を描いた『津和野百景圖』などの絵図に描かれ，景勝地としての価値も有す

る。 

 

《特別史跡の追加指定》 ４件 

 

１ 藤
ふ じ

原
わ ら

宮
きゅう

跡
せ き

【奈良県橿原市
か し は ら し

】 

持
じ

統
とう

天皇８年（６９４）から和銅３年（７１０）まで営まれた古代の都城跡。藤原京跡

の中心部に位置し，約１ｋｍ四方の区画内に内裏・大極殿，役所群が建てられた。北端部

や南東部等で条件の整った部分を追加指定する。 

 

２ 斎尾廃寺跡
さ い の お は い じ

【鳥取県東伯郡琴浦町
と う は く ぐ ん こ と う ら ち ょ う

】 

山陰地方で白鳳時代の法隆寺式伽藍配置を持つ唯一の寺院跡。大山山麓の台地上に位置

する。中門，金堂，塔，講堂などの基壇が残り，特に塔の基壇は高さ１．１ｍを誇る。南
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北２５０ｍ，東西１６０ｍの寺院地の条件の整った部分を追加指定する。 

 

３ 大
お お

野
の

城
じょう

跡
あ と

【福岡県太宰府市
だ ざ い ふ し

・糟屋郡
かすやぐん

宇美町
う み ま ち

・大野城市
おおのじょうし

】 

大宰府の背後にある標高４１０ｍの大城山
おおぎやま

（四
し

王寺山
おうじやま

）に，唐や新羅の侵攻が考えられ

る中で，百済から来た官人の指揮で天智天皇４（６６５）年に築造された古代山城。大城

山の頂部の稜線に総延長約８ｋｍの土塁や石垣を築いており，その内部に約７０棟の倉庫

が見つかっている。大城山裾に所在する山岳寺院である原山
はらやま

のうち，条件の整った部分を

追加指定する。 

 

４ 熊
く ま

本
も と

城
じょう

跡
あ と

【熊本県熊本市
く ま も と し

】 

天正１６年（１５８８）入城の加藤
か と う

清
きよ

正
まさ

が築城した平山城で，加藤氏改易後は細川氏の

居城。本丸，二ノ丸があり，宇土櫓をはじめ，多くの建物が現存する。上に上がる程そり

上がる高石垣も特徴。武家屋敷のあった千葉
ち ば

城
じょう

地区を追加指定する。 

 

《特別天然記念物の追加指定》 １件 

 

１ 野幌原始林
の っ ぽ ろ げ ん し り ん

【北海道北広島市
き た ひ ろ し ま し

】 

開拓によって消失した石狩
いしかり

平野
へ い や

の自然において遺存する唯一の原生的
げんせいてき

な針
しん

広
こう

混交
こんこう

林
りん

であ

る。追加指定地は，過去に伐採履歴があるものの，その後の回復が良好であり，原生的な

森林の拡大・回復において極めて重要な森林である。 

 

《史跡の追加指定及び名称変更》 ２件 

 

１ 阿波
あ わ

遍路
へ ん ろ

道
みち

【徳島県板野郡
いたのぐん

板野町
いたのちょう

・阿南市
あ な ん し

・勝浦郡
かつうらぐん

勝浦町
かつうらちょう

・名西郡
みょうざいぐん

神山町
かみやまちょう

・

小松島市
こ ま つ し ま し

・三好市
み よ し し

】 

   大
だい

日
にち

寺
じ

境
けい

内
だい

 

地
じ

蔵
ぞう

寺
じ

境
けい

内
だい

 

焼
しょう

山寺
さ ん じ

道
みち

 

一
いちの

宮
みや

道
みち

 

恩
おん

山寺
ざ ん じ

道
みち

 

立江寺
た つ え じ

道
みち
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鶴林寺道
かくりんじみち

 

鶴
かく

林寺
り ん じ

境
けい

内
だい

 

太
たい

龍
りゅう

寺
じ

道
みち

 

かも道
みち

 

太
たい

龍寺
りゅうじ

境内
けいだい

 

いわや道
みち

 

平等寺
びょうどうじ

道
みち

 

雲
うん

辺寺
ぺ ん じ

道
みち

 

（大
だい

日
にち

寺
じ

境
けい

内
だい

・地
じ

蔵
ぞう

寺
じ

境
けい

内
だい

を加える） 

  阿波国（徳島県域）に所在する四国八十八箇所霊場をめぐる遍路道。これまでに延長約

１６ｋｍの遍路道及び札所寺院２箇所が指定されている。今回，第四番札所の大日寺境内，

第五番札所の地蔵寺境内を追加指定する。 

 

２ 伊予
い よ

遍路
へ ん ろ

道
みち

【愛媛県南宇和郡
みなみうわぐん

愛南町
あいなんちょう

・宇和島市
う わ じ ま し

・西予
せ い よ

市
し

・西条市
さいじょうし

・四国
し こ く

中央市
ちゅうおうし

】 

観
かん

自
じ

在
ざい

寺
じ

道
みち

 

稲
いな

荷
り

神
じん

社
じゃ

境
けい

内
だい

及
およ

び龍
りゅう

光
こう

寺
じ

境
けい

内
だい

 

仏
ぶつ

木
もく

寺
じ

道
みち

 

明
めい

石
せき

寺
じ

境
けい

内
だい

 

大
だい

寶
ほう

寺
じ

道
みち

 

横
よこ

峰
みね

寺
じ

道
みち

  

横
よこ

峰
みね

寺
じ

境
けい

内
だい

  

三
さん

角
かく

寺
じ

奥
おく

之
の

院
いん

道
みち

 

（明
めい

石
せき

寺
じ

境
けい

内
だい

・大
だい

寶
ほう

寺
じ

道
みち

を加える） 

 伊予国（愛媛県）に所在する四国八十八箇所霊場をめぐる遍路道。今回，第四十三番札

所の明石寺境内と，明石寺境内から第四十四番札所大寶寺境内に向かう大寶寺道の一部を

追加指定する。 

 

《史跡の追加指定》１７件 

 

１ キウス周堤
しゅうてい

墓群
ぼ ぐ ん

【北海道千歳市
ち と せ し

】 

縄文時代後期に造られた集団墓。地面を円形に掘りくぼめ，その土を周囲に環状に積み
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上げて構築した周堤の内部に，複数の土壙墓を設けた北海道に特有の墓制。極めて大型の

周堤墓が集中した全体的にも規模の大きい周堤墓群で，世界史的にも狩猟採集民が築いた

構造物としては最大級である。今回，条件の整った部分を追加指定する。 

 

２ 真福寺
しんぷくじ

貝塚
かいづか

【埼玉県さいたま市】 

北西部の低湿地に向けて開口部を有する東西１６０ｍ，南北１８０ｍの半円形の盛土遺

構を持つ，縄文時代後晩期の集落遺跡であり，北東部には地点貝塚が分布する。今回，条

件の整った部分を追加指定する。 

 

３ 内
だ い

裏
り

塚
づ か

古
こ

墳
ふ ん

【千葉県富津市
ふ っ つ し

】 

５世紀中葉に築造された，墳長１４４ｍ，後円部径８０ｍ，前方部幅９０ｍ，周濠を含

めた全長１８５ｍをなす南関東最大の前方後円墳。後円部には２基の竪穴式石室があり，

鉄製武器や農工具が出土している。周濠の一部を追加指定する。 

 

４ 勝
か つ

坂
さ か

遺
い

跡
せ き

【神奈川県相模原市
さ が み は ら し

】 

相模川支流の段丘上に位置する縄文時代中期の拠点集落で，中部から関東の中期土器編

年の標式資料を出土した遺跡である。段丘下の低地部分を含め，発掘調査で遺構や遺物の

広がりが確認された部分を追加指定する。 

 

５ 美濃
み の

国分寺
こくぶんじ

跡
あと

【岐阜県大垣市
おおがきし

】 

美濃国府跡の東約２ｋｍに位置する。東西２３１ｍ，南北２５０ｍ以上の伽藍を持ち，

金堂跡，塔跡，講堂跡などが良好に残る。南門から続く参道の一部などが見つかった部分

を追加指定する。 

 

６ 中山道
なかせんどう

【長野県小県郡
ちいさがたぐん

長和町
ながわまち

・木曽郡
き そ ぐ ん

南木曽町
な ぎ そ ま ち

・岐阜県中津川市
な か つ が わ し

・可児郡
か に ぐ ん

御嵩町
みたけちょう

・

瑞浪市
みずなみし

】 

江戸日本橋から下諏訪宿などを通り近江国草津宿で東海道に合流する，五街道の一つ。

これまで，和田峠越，与
よ

川
がわ

道，馬
ま

籠
ごめ

峠越などが指定されている。今回，石畳や一里塚など

が良好に残る瑞浪市域の大湫
おおくて

宿付近と細
ほそ

久手
く て

宿付近を追加指定する。 
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７ 北条
ほうじょう

氏
し

邸
てい

跡
あと

（円
えん

成寺
じょうじ

跡
あと

）【静岡県伊豆
い ず

の国市
く に し

】 

 平安時代末から鎌倉時代にかけて北条氏の邸宅が営まれ，北条氏の滅亡後にはその邸宅

跡が北条氏の菩提を弔う寺院として継承された変遷をたどることができる貴重な遺跡。今

回，条件の整った部分を追加指定する。 

 

８ 近江
お う み

大津宮
お お つ の み や

錦織
にしこおり

遺
い

跡
せ き

【滋賀県大
お お

津
つ

市
し

】 

天智天皇６年（６６７），中大兄皇子（天智天皇）が飛鳥より遷都した宮跡。大海人皇子

と大友皇子との間に起こった壬申の乱（６７２）によって廃絶した。発掘調査によって，

内裏南門・正殿等の中枢遺構が見つかっている。今回，内裏の一角を追加指定する。 

 

９ 平
へ い

安
あ ん

宮
きゅう

跡
せ き

【京都府京
きょう

都
と

市
し

】 

内
だ い

裏
り

跡
あ と

 

朝
ちょう

堂
ど う

院
い ん

跡
あ と

 

豊
ぶ

楽
ら く

院
い ん

跡
あ と

 

延暦１３年（７９４），桓武天皇が長岡京に替わる都城として造営した平安京の宮殿跡。 

天皇の居所である内裏跡，政務が執り行われた朝堂院跡，国家的饗宴が催された豊楽院跡

からなる。今回，豊楽院の豊
ぶ

楽
らく

殿
でん

跡
あと

及び清
せい

暑
しよ

堂
どう

跡
あと

の一部を追加指定する。 

 

10 二
ふ た

子
ご

塚
づ か

古
こ

墳
ふ ん

【大阪府南河内郡太子町
み な み か わ ち ぐ ん た い し ち ょ う

】 

７世紀後半に築造された双方墳。墳丘は，長６９ｍ，幅３５ｍの長方形の下段の墳丘上

に一辺２０ｍ以上の方形墳丘が二基並列で築造され，古墳時代終末期の墓制を考える上で

重要。今回，墳丘と旧地形整形部を追加指定する。 

 

11 藤原
ふじわら

京
きょう

跡
あと

【奈良県橿
か し

原
は ら

市
し

】 

朱雀
す ざ く

大路
お お じ

跡
あと

 

左京
さきょう

七条一
しちじょういち

・二坊
に ぼ う

跡
あと

 

右
う

京
きょう

七
し ち

条
じょう

一
い ち

坊
ぼ う

跡
あ と

 

持統天皇８年（６９４）から和銅３年（７１０）まで営まれた古代の都城跡。中心にあ

る藤原宮跡は特別史跡となっている。朱雀大路跡は宮の正門である朱雀門から南へ延びる

道路跡で，それを境に西側を右京，東側を左京に区分する。今回，条件の整った部分を追

加指定する。 
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12 島
しま

の山
やま

古墳
こ ふ ん

【奈良県磯城郡
し き ぐ ん

川西町
かわにしちょう

】 

古墳時代前期末に奈良盆地中央部に築造された墳長約２００ｍの大型前方後円墳。両く

びれ部に造り出しを備える。前方部の埋葬施設である粘土槨から計１３３点の石製腕飾類

が出土し，奈良盆地の古墳時代前期の有力首長墳として重要。今回，条件の整った部分を

追加指定する。 

 

13 飛鳥
あ す か

宮
きゅう

跡
せ き

【奈良県高
た か

市
い ち

郡
ぐ ん

明日香村
あ す か む ら

】 

７世紀代に歴代の天皇の宮殿が造営された宮跡。発掘調査の結果，飛鳥岡本宮（舒明天

皇），飛鳥板蓋宮（皇極天皇），後飛鳥岡本宮（斉明天皇・天智天皇），飛鳥浄御原宮（天武

天皇・持統天皇）の各期の遺構が確認された。今回，条件の整った部分を追加指定する。 

 

14 和歌山
わ か や ま

城
じょう

【和歌山県和歌山市
わ か や ま し

】 

紀の川河口部に位置する，紀伊徳川家の居城となった平山城の近世城郭。虎伏
とらふす

山
やま

に天守

を設け，その東に本丸があり，これらの廻りに二の丸，西の丸，砂の丸，南の丸を配置し，

高い石垣と内堀で画する。砂の丸の南に位置する扇の芝の一角を追加指定する。 

 

15 津
つ

山
や ま

城
じょう

跡
あ と

【岡山県津山市
つ や ま し

】 

津山盆地の中央の鶴山に位置する，慶長９年（１６０４）に美作一国を与えられた森忠

政により整備された平山城。本丸，二の丸，三の丸等からなり，南の吉井川，東の宮川を

天然の濠とする。東北端と南端の条件の整った部分を追加指定する。 

 

16 備
び ん

後
ご

国
こ く

府
ふ

跡
あ と

【広島県府
ふ

中
ちゅう

市
し

】 

府中市街地における発掘調査で国府関連施設や山陽道駅路跡が検出されており，国府の

構造が明らかになりつつある。国府域北西に位置する７世紀後半創建の伝吉田寺跡関連施

設が検出された地点を追加指定する。 

 

17 小
お

郡
ごおり

官
か ん

衙
が

遺
い

跡
せ き

群
ぐ ん

【福岡県小
お

郡
ごおり

市
し

】 

小
お

郡
ごおり

官
か ん

衙
が

遺
い

跡
せ き

 

上
か み

岩
い わ

田
た

遺
い

跡
せ き

 

７世紀の役所跡である上岩田遺跡と，その２．１ｋｍ西方に位置する，８世紀の役所跡

で筑後国御原
み は ら

郡家
ぐ う け

に比定される小郡官衙遺跡からなる遺跡群である。小郡官衙遺跡におい
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て条件の整った北西端部を追加指定する。 

 

《史跡及び名勝の追加指定》 １件 

 

１ 菅
か ん

田
で ん

庵
あ ん

【島根県松
ま つ

江
え

市
し

】 

松江藩主松平治
はる

郷
さと

（不昧
ふ ま い

）（１７５１～１８１８）の設計により，家老有澤家の山荘に１

８世紀末に造営された茶庭。藩主の御成道として整備された「楓の馬場」等，既指定地周

辺部を追加指定する。 

 

《名勝の追加指定》 ２件 

 

１ 妙
みょう

国
こ く

寺
じ

庭
て い

園
え ん

【宮崎県日向市
ひゅうがし

】 

江戸期に造られたと考えられる寺院庭園。地形を活かして露出した岩盤を取り込み，滝，

園池を設ける。境内へと続く参道及び階段，階段北側の石垣，山門，水源の川等を含む部

分を追加指定する。 

 

２ アマミクヌムイ【沖縄県国頭郡
くにがみぐん

今帰仁村
な き じ ん そ ん

・南城
なんじょう

市
し

・浦添市
うらそえし

・那覇市
な は し

・沖縄市
おきなわし

】 

琉球開闢神であるアマミクの伝説地。調査研究により特定された１３か所１１地域のう

ち，既指定の６か所５地域に，南城市の「玉城
たまぐすく

ア
あ

マ
ま

ツ
つ

ゝ
つ

（玉
たま

城
ぐすく

グスク）」及び沖縄市の「ご

ゑく（越来
ご え く

グスク）」の２か所２地域を追加指定する。 

 

《天然記念物の追加指定》 １件 

 

１ 有田
あ り た

のイチョウ【佐賀県西松浦郡
にしまつうらぐん

有田町
ありたちょう

】 

推定樹齢１０００年を超えると言われるイチョウの雄木で，単
たん

幹
かん

のイチョウとしては日

本最大級の巨樹・老木としての高い価値を有している。大正１５年に株のみが指定されて

おり,今回,イチョウの所在する土地を含む２筆を追加指定する。 
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登録記念物への登録 
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《登録記念物（名勝地関係）の新登録》 ３件 

 

１ 旧
きゅう

林
はやし

氏
し

庭
て い

園
え ん

【愛知県一宮市
い ち の み や し

】 

江戸時代に美濃路の宿場町としてにぎわった一宮市 起
おこし

地区に所在する。江戸時代に起

宿の脇本陣職を務めた林氏の住宅は，明治２４年（１８９１）の濃尾地震で倒壊し，大正

初期に江戸時代の脇本陣の建物の間取りをほぼ踏襲して主屋が再建された。その後昭和初

期に裏座敷が増築され，庭園も整備された。 

ほぼ長方形の敷地は，東側で街道に面し，西側で木曽川の堤防に接する。敷地内東側に

主屋が，主屋の北西に裏座敷が建つ。主庭は主屋の西側に位置し，中央部に流れと細長い

園池を設ける。主屋から見ると，敷地は縦方向に長く，真ん中奥からの流れが右へ方向を

変え，左右に広がる手前の園池へつながる。流れと園池の護岸は石で組まれ，随所に大ぶ

りの鮮やかな色合いの石を交ぜる。また，飛石の園路が園内をめぐり，大きめの景石，蹲踞
つくばい

，

石燈籠等が配されている。植栽は，マツ類，カエデ類等の高木のほか，ドウダンツツジ等

の低木があり，秋には落葉樹の紅葉が来訪者の目を楽しませている。 

旧美濃路の起宿脇本陣跡に昭和初期に造られ，近代の愛知県における造園文化の発展に

寄与した意義深い事例である。 

 

２ 八
や つ

束
づ か

氏
し

庭
て い

園
え ん

【愛媛県松
ま つ

山
や ま

市
し

】 

松山市の中心部から東に約２ｋｍ離れた持田
も ち だ

町に位置する。昭和１１年（１９３６）に，

当時，済美高等女学校の校長であった八束
やつづか

猶
なお

重
しげ

がこの地に住宅と庭園を造営し，松山市中

心部から居を移した。松山は江戸時代から茶の湯が盛んな地域で，八束氏庭園も猶重，ヤ

ス夫妻が茶の湯を楽しむために造ったという。 

 八束氏住宅及び庭園の敷地は，主要部分がほぼ正方形で，北西に主屋，南西に主庭，東

側に前庭という構成となっている。前庭は，東南角の表門から北側の玄関までの空間で，

表門を入ると，右手方向に平瓦や丸瓦を立てて敷き詰めた道が２０ｍほど続く。この高い

意匠性を持つ道の先にはコンクリート製の橋が架かっており，玄関へ至る。主屋の南に広

がる主庭には南の端に待合があり，主屋の座敷，茶室，待合等が飛石で結ばれている。ま

た，庭園の各所に様々な風合いの景石が据えられている。植栽は，前庭はツツジ類が中心

で，主庭はマツ類，ヒノキ等の針葉樹のほか，モッコク等の広葉樹を配している。 

 地域に息づく茶の湯の文化を基底とし，その意匠についても特徴のある庭園で，近代の

愛媛県における造園文化の発展に寄与した意義深い事例である。 
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３ 平
ひ ら

田
た

氏
し

庭
て い

園
え ん

【大分県中
な か

津
つ

市
し

】 

大分県北西部に位置し，北東に向かって流れる山国
やまくに

川
がわ

の左岸域に所在する住宅庭園で，

耶馬渓の名勝指定や地域振興などに尽力した平田吉
よし

胤
たね

（１８６６～１９３７）の住宅とし

て明治期に造営された２階建て主屋を大正期に３階を増築するに当たって整えられたもの

である。主屋の南東方に張り出す新座敷に南面する造園を主庭として，主屋西側に面する

地割には茶室を備えた奥向きの庭を造作し，あわせて，表玄関の前庭と，主屋裏手に坪庭

を設ける。３階広間からは，北方に平田城跡の景，東方に立留りの景，南方には山国川を

手前に木ノ子岳の景に臨み，それぞれ縁を設けて優れた眺望を観賞する造りとしている。

主庭は，新座敷の縁先に飛び石を打って，南方に木ノ子岳の景，東方に立留りの景を正面

に臨んで大振りの伏石を配置し，その間に園池と景石を設えて地割を整えている。奥向き

の庭の北西隅には築山石組みに石祠を奉り，その手前には，主庭と同様に，主屋から飛び

石を打つ中に大振りの伏石を据える。表玄関の前庭や主屋裏手の坪庭も含め，本庭園には，

戸
と

原
ばる

石
いし

と呼ばれるこの地方の安山岩石材が多用され，狭小な地割にあって大振りな石から

なる山燈籠を数多く据えて固有な風致を構成しているほか，園池護岸の築造にセメントモ

ルタルが用いられている点に大正時代造園の特徴を認めることができる。 
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重要文化的景観の選定 
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《重要文化的景観の新選定》 １件 

 

１ 今帰仁村
な き じ ん そ ん

今
いま

泊
どまり

のフクギ屋敷
や し き

林
りん

と集落
しゅうらく

景観
けいかん

【沖縄県国頭郡
くにがみぐん

今帰仁村
な き じ ん そ ん

】 

沖縄島北西部から東シナ海に突き出す本部
も と ぶ

半島の北側中央部に位置し，イノー（サンゴ

礁の浅瀬），海際の現集落，農地，段丘上の今帰仁城
なきじんぐすく

跡及び旧集落跡（史跡，世界遺産），

山林からなる。近世の集落移動に際し，河川や湧水が流れ込む広い低地が近く，海産物が

豊富なイノーに面し，地下水が得られる微高地が適地とされたこと，また，北風や台風の

影響を避ける工夫が不可欠であったことを全体として伝える景観であり，中でも，風から

屋敷を抱護
ほ う ご

するフクギ屋敷林が，浜抱護
はまほうご

や村抱護
むらほうご

と共に緑豊かな住環境をつくり，際立っ

た特徴をなす。低地に拡大された農地が隔てる旧集落跡と現集落は，集落立地の考え方が，

城との関係性から生活や農業の利便性へと重点を移したことを示す。一方で，沖縄固有の

自然崇拝に基づく祭祀や芸能は，集落移転後も継承され，クバの御嶽
う た き

や城跡をはじめ，山

から浜までの各拝所等で現在も行われている。こうした特徴や特性は，亜熱帯気候に属す

る島嶼群である沖縄県の集落の成り立ちを知る上で示唆に富み，かつ，地域的な慣習や信

仰と景観との関わりを良好に伝えるものであり，我が国の生活及び生業の理解に欠くこと

のできない文化的景観として貴重である。 

 


